
                           
 

 

めまい 
 

透明なざらつきに幼さを想う 

ガラスドールをぼんやりと抱きしめたまま 

浮遊する視線の緑影にやさしい妬みが降る 

私に似た名の人 

私は私から一番遠いらしい 

 

朝が来て 

夜が来て 

私はとうに諦めていたのだと気付くのだろうか 

 

 

耳 
 

「ホンモノだから」と彼は言ったように記憶している。 

埃が日に透けて静かに舞っていた。 

(今も舞っている) 

箱には堅い木によくもまあと思われるほど精緻な異国の文様が掘り込ま

れており、木目の荒々しさはそのままにグレーと朱の色が施されていた。

派手ではないが、どこか仰々しい印象さえ受ける。 

しかし何故だろう。底にはもったりとした厚みがあるのにそれはひどく軽



いのだ。 

彼には収集癖があった。 

むろんそれに見合った整理術も彼は会得していた。 

上蓋と本体の接合部、うわぐすりの崩れを隠すかのように彼の手で〈耳〉

というラべリングがしてある。 

彼はとても素直な人だった。 

だから 

(だから) 

そうしたのだろう。 

そうそれは確かに私の、 

耳。 

 

 

さもありなん 
 

赤い帽子をかぶったあの子は 

ほっぺをあげてきゅきゅっと笑う 

(ことりさん、ことりさん 

(いっぱいおあがんなさいな 

(まだまだ たぁんとありますよ 

風が花を連れて くーんと舞い上がる 

私のいない日に 

(いない日に) 

あゝ   

さも 

 

 

さもありなん 


